




 要約:非麻痺性運動発達遅滞児の多くは、成長と共に精神遅滞になることが多い。これら

の子に早期療育として、運動訓練の効用と限界について検討した。効用としは、①親の育

児不安の解消、②こどもの覚醒・活性の向上、③個々の動作活動の獲得が挙げられる。限

界ないし問題点としては、①正常化への過大な期待、②正確な診断告知の先延ばしが挙げ

られる。これらを考慮すれば、早期療育での運動訓練の効用は大きい。


